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調査票作成に関する要点（案）2006年02月3日  

1）石綿自記式簡易調査票   

＜1＞本人及びご家族（ご遺族）が最初に記載するスクリーニング用の用紙であり、簡易かつ  

本人及びご家族が間違うことのない表現をとる必要がある。最初に記載するスケノーニング用の  

用紙であるから、石綿曝露のチェックで漏れが生じる内容であってはならない。本人及び家族は、  

この間石綿製品に対する情報が乏しく、「石綿（及び石綿製品）を使用する作業に携わっていな  

い。」という事も多いため、自記式調査票はあくまで石綿吸入歴調査の開始と位置づける事が大  

事である。   

＜2＞職業曝露の産業順としては、石綿曝露濃度と産業人口の多さを勘案し、高濃度～中程  

度～低濃度、産業人口の多さ～少なさを総合して並べている。   

＜3＞職業曝露、家族曝露、環境曝露、石綿製品の知識の順番で記入して頂き、最後に総合  

的に判断を行う事を考えている。  

2）石綿（アスベスト）ぱく露歴調査票 2次問診票   

＜1＞石綿自記式簡易調査票を見ながら、2次段階として医師一保健師・監督署職員が、聞きと  

りながら記入する用紙である。石綿吸入の事実をより明確化し、作業内容と使用石綿製品と吸入  

した期間や頻度が判明する事が望ましい。少なくとも胸部レントゲン写真の撮影が必要な程度か  

の判断を行うに足る内容である必要がある。   

＜2＞石綿吸入歴の聞き取りは、60～20年前の記憶を思い出す作業であり、通常第1回目の  

聞き取りですべて答えられる本人やご家族は皆無というものである。胸部レントゲン写真やCT写  

真の撮影が終了した2回目に「こういう事があったのを、思い出しました。」と調査票が追加される  

事がほとんどであろう。こうした状態に応じて、最初は不明の方が追加で記載されたり、前回の記  

述内容が変更になったりする事を想定した内容である事が望ましい。   

＜3＞「高濃度」「中濃度」「低濃度」、曝露年数がおおよそ把握できる事が石綿の量的吸入の  

把握には本来必要であるが、こうした状態を聞き取る事は実際の経験上極めて困難である。   

3）2次問診票マニュアル  

＜1＞石綿曝露歴の調査は、石綿を含有した3000種類の商品とその含有年代、使用による  

石綿濃度、様々な産業等に関する知識など、広範囲の知識を持たないとならない。現実的には  

そうした事はなかなか困難であり、2次問診票を使用する聞き取り者向けの、アスベストに関す  

るマニュアル作りが重要となる。   

＜2＞このマニュアルは、過去の石綿製品の一覧、中皮腫で労災認定された作業と製品、文  

献で中皮腫が報告された産業等の事例を収集し、産業名、作業名、年代、使用石綿製品に関し  

て各5－6行200字程度にまとめ、参考文献を記載したものとする。   
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